
奈良県立教育研究所

教育関係者及び教育に関心のある方

2019年 ６月７日（金）日時

◆日程、内容等に変更があった場合は、奈良県立教育研究所のＷｅｂサイトにてお知らせします。

◆当日の午前１１時現在、県内いずれかの地域で気象警報が発令されている場合は、中止とする

場合がありますので、参加の前に奈良県立教育研究所Ｗｅｂサイトを御確認ください。

参加申込みについては教育研究所Ｗｅｂサイトで受け付けています。

（※全体講演･研究発表１･研究発表２のみの参加も可能です。）
申込方法

参加申込みについて

奈良県立教育研究所 教科・情報研究部 教科教育係

〒６３６－０３４３ 奈良県磯城郡田原本町秦庄２２－１

ＴＥＬ：０７４４－３３－８９０３

近鉄橿原線 笠縫駅から南西へ約０.６km

なるべく公共交通機関を御利用ください。

･近鉄大和西大寺駅から笠縫駅まで約２５分

･近鉄大和八木駅から笠縫駅まで約５分

＊笠縫駅に急行は停車しません。

～次世代の教育を考える～
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奈良県立教育研究所

特別支援教育部

（奈良県総合リハビリテーションセンター２階）

１３：００～１４：３０ １５：００～１５：４５ １６：００～１６：４５
館内見学

開会式・全体講演

１２：３０

受付

移動

休憩研究発表１ 研究発表２

１３：００～１６：４５（受付１２：３０～）

会場への案内

申込締切：２０１９年５月２８日（火）

奈良県立教育研究所 http://www.e-net.nara.jp/kenkyo/

パネル等の展示（研究成果及び各種紹介パネル）１２：３０～１７：００

ＦＡＸや郵送での申込みを御希望の場合は、以下までお問い合わせください。

申込みQRコード

奈良県立教育研究所 http://www.e-net.nara.jp/kenkyo/

・

タイムスケジュール
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研究発表 １

15:00～15:45

プロジェクト研究Ⅰ 幼小接続（第１部）

館内見学

プロジェクト研究Ⅱ 言語活動の充実【小学校外国語活動】

プロジェクト研究Ⅳ 特別支援教育

個人研究 教科教育【小学校体育】

大学院研修研究報告 生徒指導

大学院研修研究報告 特別支援教育【中学校数学】

２

大学院研修研究報告 生徒理解

14:30～15:00

開会式･全体講演

３

プロジェクト研究Ⅲ ＩＣＴ活用教育【小学校】５

７

８

１０

１４

１６

プロジェクト研究Ⅱ 理数教育【中学校数学】４

プロジェクト研究Ⅲ ＩＣＴ活用教育【高等学校】６

プロジェクト研究Ⅳ 特別支援教育７

個人研究 教科教育【小学校社会】９

大学院研修研究報告 教科指導

大学院研修研究報告 特別支援教育【小学校高学年】

大学院研修研究報告 学級経営１５

実践報告 奈良県小・中学校図画工作・美術教育研究会１７

大学院研修研究報告 特別支援教育【小学校低学年】１２

研究発表 ２

16:00～16:45

（受付 12:30～）

１１

１３

プロジェクト研究Ⅰ 幼小接続

幼児期に遊びの中で主体性を培い、小学校生活で力を発揮するた

めに、子どもを中心に据え、子どもに付けたい資質・能力を考えます。

第２部は幼小の教職員が互いの教育を交流し合い、これからの幼小

接続について考えます。第２部からの参加も可能です。

京都外国語大学教授

Garr Reynolds氏

２１世紀型授業

１
全体講演

ロビーにてパネルの展示、

教材体験等を開催してい

ます。

御自由に御覧ください｡

遊びから主体的な学びへつなぐ幼小接続の在り方

京都外国語大学教授

プレゼンテーションの世界的な第一人者。
1989年に初来日して以来、20年以上日
本に在住し、その文化や哲学を研究し続け
る。住友電気工業や米アップル社の勤務を
経て独立。スティーブ・ジョブズ流のプレゼ
ンテーションに日本文化「禅」を融合させ
た手法は、シンプルかつ記憶に残るメソッド
として名高い。企業向けの研修やコンサル
ティングのほか、世界中の企業や大学に招
かれて、セミナーを行う。
著書「プレゼンテーションZen」は世界20
か国で発売され、35万部以上の大ベスト
セラーに。米オレゴン州出身。

ガー・レイノルズ

Garr Reynolds氏

ガー・レイノルズ

２

２

プロジェクト研究Ⅱ 言語活動の充実【小学校外国語活動】

小学校外国語活動において、言語活動への積極性を高める学習シー

トの活用について研究を行いました。児童の実態に沿った学習シート

の工夫と活用、その成果について報告し、効果的な言語活動の取組

について考えます。

深い学びを実現する評価の工夫３

プロジェクト研究Ⅱ 理数教育【中学校数学】

中学校の数学科において、評価を指導の改善に生かす取組を積み重

ねることで、数学に対する意識の向上や生徒のもつ課題の解決に効

果があることについて研究を行いました。研究の成果を実践事例とと

もに報告し、評価と指導の工夫について考えます。

深い学びを実現する評価の工夫４

プロジェクト研究Ⅲ ICT活用教育【小学校】

2020年度より小学校において必修化されるプログラミング教育を見

据え、児童の情報活用能力の向上のために、プログラミング的思考を

意識した問題解決学習の研究に取り組みました。その成果について

報告し、情報活用能力とは何かを考えます。

教員の資質向上５

プロジェクト研究Ⅲ ICT活用教育【高等学校】

生徒の情報活用能力の育成を図るために、教科等横断的な視点か

ら考えるカリキュラム・マネジメントの在り方の検討や授業実践研究を

行いました。その成果について報告し、情報活用能力とは何かを考え

ます。

教員の資質向上６

個人研究 教科教育【小学校体育】

小学校第３学年の跳び箱運動の授業において、児童が「体育の見方・考
え方」を働かせながら、資質・能力の三つの柱を確かに身に付ける学習
指導過程を提案し、その効果を検証しました。新学習指導要領の全面実
施に向けて、「できる」「わかる」「関わり合う」体育の授業づくりについて
考えます。

教科の見方・考え方を働かせる授業の工夫
～跳び箱運動の授業づくり～

８

個人研究 教科教育【小学校社会】

新学習指導要領の考え方を基に、児童が「社会的な見方・考え方」を

働かせ、深い学びを実現するため「地域教材『松永久秀』を活用した

授業づくり」「児童相互に事実に依拠した話合いを行う『ねりあい』」

「児童の振り返りの共有」といった指導法について考えます。

教科の見方・考え方を働かせる授業の工夫
～地域教材の活用等を通して～

９

大学院研修研究報告 生徒指導

様々な機関から青少年の自己肯定感の低下が報告されています。自
らも今までの取組を通して生徒が自己完結してしまう課題に直面して
きました。自らのこれまでの取組を振り返り、それを題材として先輩、同
僚教員、生徒との意見交換を通して考えた「生徒の自己肯定感を高
める教師としての関わり方」について報告します。

生徒の自己肯定感を高める教師としての関わり方について

大学院研修研究報告 学級経営

優れた教員の教科指導以外の集団育成に関わる指導行動に共通項が
あるのかを調査し、指導行動の抽出と分類を行いました。さらに、得られた
結果から教科指導以外の集団育成に関わる指導行動モデルの開発を試
み、学級経営改善に結び付くかの臨床的な妥当性について検討した結果
を報告します。

小学校における学級づくりの一考察
～優れた教員の指導方法から学級経営の体系化を試みる～

大学院研修研究報告 特別支援教育【中学校数学】

通常学級には20%程度、「視空間認知」に課題のある生徒が在籍し、中
にはそれに起因する学習面でのつまずきを抱えている生徒もいます。本研
究では、数学科「数と式」領域の学習において、「視空間認知」の視点か
ら、効果的な教材や授業方法、学習支援の在り方について検討した結果
を報告します。

中学校数学科「数と式」領域における支援
～「視空間認知」の視点から～

大学院研修研究報告 特別支援教育【小学校高学年】

通常学級での個別対応のニーズが高まる一方、集団指導の中での支援の難

しさが指摘されています。本研究では、通常学級に在籍する特別な支援を必

要とする児童の「困り感の背景」に着目して、認知科学に基づくPASS理論を

活かした児童の実態把握と授業づくりの実践結果について報告します。

PASS理論を活かした児童理解と授業づくりについて
～小学校高学年算数科の実践を通して～

大学院研修研究報告 特別支援教育【小学校低学年】

早期の算数のつまずきに関わりが大きいと思われる数概念やワーキングメモ

リに着目し、小学校第１学年算数科におけるユニバーサルデザインの視点を

取り入れた授業づくりを行いました。つまずきに対応するために継続的に行う

アセスメントや授業の中で行った数概念を育てる取組について報告します。

早期の算数のつまずきに対応するために
～数概念とワーキングメモリに着目して～

大学院研修研究報告 教科指導

国語科の授業でどのようにして「よき言葉の使い手｣を育てるかという課題

意識の下、｢語彙の拡充」と「書くこと」の関連に着目し、言語感覚を磨く授

業の実際について検討しました。言葉集めとエッセイ執筆の授業を通して生

徒たちがどのように学び、どのような力を付けていったのかを報告します。

高等学校国語科における言語感覚を磨く授業の実践研究
～語彙を拡充することと書くことの関わりに着目して～

大学院研修研究報告 生徒理解

青年期は他者との相互関係の中で自己認識や自己形成が行われてい
る時期だと考えられます。自己動機の一つ、既にもっている自己概念を
安定的に維持しようとする「自己確証」に着目し、中学生の「自己確証」
のプロセスと心理的適応・学校適応への影響について検討した結果を
報告します。

「自己確証」を通じた中学生の自己形成についての検討

全体講演 講師紹介

パネル等の展示

奈良県立教育研究所のプロジェクト研究・個人研究の

報告や各部・係の取組、奈良県教育委員会各課・室等

の取組をまとめたパネル等を展示しています。

■奈良県立教育研究所

・教育経営部－教育企画係、研修企画係、

・教科・情報研究部－教科教育係、ＩＣＴ教育係

・特別支援教育部－特別支援教育係

■奈良県教育委員会各課・室

・教育政策推進課

・教職員課

・学校教育課

・生徒指導支援室

・人権･地域教育課

・保健体育課

パネル展示予定

■奈良県立施設

・うだ･アニマルパーク

・野外活動センター

プロジェクト研究Ⅳ 特別支援教育

高等学校における通級による指導の制度化と運用に向け、研究校におい

て通級による指導を試行しました。自立と社会参加を見据えた通級による

指導の実際について報告するとともに、学校全体で取り組む支援体制づ

くりや特別支援教育の充実のための工夫について考えます。

多様な生徒の自立と社会参加に向けた高等学校における特別支援教育
～生徒の主体的な取組を促す支援体制づくり～

７

実践報告 奈良県小・中学校図画工作・美術教育研究会

造形活動を通して、子どもたちが自分の思いなどを工夫して表現し、

つくりだす喜びを味わい、一人一人が輝ける図画工作の時間を目指

しました。目標を達成させるための具体的な手立てとともに、子どもの

思考の様子や変容を報告します。

教材体験

新しい教材やICT・デジタル教材な

ど、実際に実物に触れながら体験で

きます。

※ ※ 後半前半

１１

１３

１２

１０ １６

１５

１４

１７

～次世代の教育を考える～

参加申込みの際には、１ ～ １７のうち、

希望される番号を入力してください。

※の発表は研究発表１・２を通して参加を

お願いします。

申込方法

アンケートのお願い

当日配布するアンケートの

御協力をお願いします。

（アンケート用紙は各会場にて回収します｡）

～子どもたちのプレゼンテーションが
なぜ重要か～

プロジェクト研究Ⅰ 幼小接続（第２部）これからの幼小接続を考える

13:00～14:30

子どもが輝く図画工作の時間

学校教育支援係


